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昨年、9 月 23 日（土）にあぜりあ祭（文化祭）が行われました。今回のメインテーマは

「みんなで創ろう健康で住みやすいまち～笑顔で繋ぐ地域の輪～」でした。感染対策を行

いながら、4 年ぶりの一般公開となりました。  

学生たちは、地域の方々に楽しんでいただきたいと趣向を凝らし、1 年生は『映えフォ

トスポット』、2 年生は『臓器スタンプラリー』、3 年生は地域の方達に向け 3 つの班に分

かれて「研究発表」と『縁日』を行いました。また、今回は地域のお店やキッチンカーに

もご協力いただきました。当日は小雨の降る時間帯もありましたが、たくさんの方達に楽

しんでいただくことができました。  
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いわき市医療センター看護専門学校  

TEL 0246-27-1200        

フェイスブック  ホームページ  

「健康的な飲酒をする
ために～お酒と上手な
付き合い、貴方は出来
ている？～」というテ
ーマで、飲酒のリスク
や健康的なお酒との付
き合い方についてオリ

ジナルの劇で  
発表しました。  

「思春期における子
どもの SNS 上のいじ
めを防ぐために」と
いうテーマで、学生
達がプリンセスに扮
して思春期の心理的
特徴と対策などにつ
いて発表しました。  

「認知症について知ろう
～あなたはあなたのまま
で～」というテーマで、
認知症の予防や認知症の
方との関わりかた、いわ
き市の認知症に対する取

り組みについて  
発表しました。  

本校、毎年恒例
のステンドグラ
スです。玄関ホ
ールに彩を添え
てくれました。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊  広報  あぜりあ  ＊＊＊  

第 54 期生のみなさん  
ご卒業  

おめでとうございます。  

私が 3 年間を通じて一番印象に残
っていることは、実習での患者さん
との関わりです。疾患や看護に関す
ることだけでなく、それぞれの方の
人生観を学び貴重なお言葉をいた
だけたことは、その方の人生を支え
るために看護として何ができるの
かを深く考えさせられ、得難い経験
となりました。これからは 3 年間の
学びをいかし、いわき市の医療を担
い地域の皆様の生活に寄り添いな
がら、健康を支えることのできる看
護師を目指していきたいと思いま
す。  

54 期生  吉田梨乃  

次回は令和６年９月発行予定。発行部数／約 300 部ホームページ、Facebook でも情報発信中！  

この学校で過ごした 3 年間は、あっと
いう間でした。辛いことも大変なこと
もありましたが、それ以上に 54 期生の
みんなと過ごした時間が楽しく充実し
た時間で、大切な思い出がたくさんで
きました。色々なことを一緒に乗り越
えてきた友達は、本当にかけがえのな
い存在です。1 年生の実習で初めて患者
さんを受持ち、緊張しながらも患者さ
んのためにできることはないか考え、
関わった時の気持ちは忘れられませ
ん。この 3 年間で学んだことをいかし
て、これからは自分の理想とする看護
師になれるように頑張っていきたいと
思います。      54 期生  大川原さち  

私は自治会に所属し、学生の代表という今までにない大
きな役割を務めた学校生活でした。自治会では学生の意
見を学校に伝えるために、普段から話しやすい雰囲気や
周囲への感謝を忘れずに行動し、学校への要望や交渉を
行いやすい環境にすることを心掛け、学校生活がより良
いものになるように活動してきました。看護師になった
際は、学校での経験をいかし患者さんにとってより良い
治療や心の支えになれるような看護をしていきたいと思
います。                           54 期生  佐野華苗  

私はこの 3 年間の実習を通して、患者さん
とご家族の気持ちを尊重し、地域での生活
を支える大切さを学びました。笑顔で退院
される患者さんの姿から、患者さんの大切
な人やモノを同じように大切にし、悩みや
不安を相談できる身近な存在であり続けた
いと思いました。看護師として患者さんの
命と人生を守る責任を持ち、人の役に立ち
たい、患者さんやご家族の思いに寄り添い
たいという初心を忘れずに多様化する看護
に向き合っていきたいです。  

54 期生  鈴木麻友  
 

3 年間を振り返ると実習や国家試験に向けての学習
など、決して楽なものではありませんでした。しかし、
文化祭などの学校行事は全力で楽しみ、クラスメイト
や先生方に支えられて充実した学校生活を送ること
ができました。また、患者さんからの「ありがとう。
素敵な看護師さんになってね。」などの言葉が糧とな
りました。卒業後は看護師としての責任を持ち、より
良い看護を提供できるように頑張りたいです。  

54 期生  吉田一葉  

 

卒業生からの  

メッセージ  


